
 

 

こんなにすごい！ 

お腹の赤ちゃんの能力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

胎教ってどんな効果があるの？ 
 

子育てがしやすくなる 

親は胎教をすることで、母性・父性が育ち、お腹の子どもへのいとおしさがつのり

ます。 
お腹の中からすでに、親子の気持ちが通い合い、親は子どもの気持ちがよくわかり

子どもは親の気持ちがよくわかるので、子育てがとてもしやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性格のいい子に育つ 

子どもは親に愛されていることが実

感でき、満ち足りた幸せな気持ちにな

るので、円満な人格の性格のいい子に

育ちます。 

外の音を聞いていて記憶しています 
 

妊娠５ヶ月の頃から耳が聞こえるようになり、語りかけてあげたことや、聞かせ

てあげた歌などをちゃんと覚えています。 

 

また２～３歳の頃、お腹の中にいた時のことを尋ねると、半数近くの子供が、話

してくれます。 

 

 

お母さんの気持ちがわかります 
 

お母さんが嬉しいと胎児も嬉しい、お母さんが悲しいと胎児も悲しいというよう

に、お母さんと喜怒哀楽をともにしていると言われています。 
 

またお母さんが自分のことをどう思っているかがちゃんとわかっています。 
 

お母さんがお腹の赤ちゃんのことを 

想っている時は、赤ちゃんも嬉しそう、 

お腹の赤ちゃんのことを忘れていると、 

赤ちゃんはつまらなさそうなのです。 
 

またお腹をたたくとけり返すという 

コミュニケーションができたり、 

「○月○日に生まれてきてね」という 

願いもちゃんと聞いてくれたりもします。 

 

 

発育・発達が早い 

胎教を受けた子は発育がよく、ハイ

ハイをしたり歩き出したりするのが

早いです。 

言葉の発達が早く言語能力の高い子

に育ちます。 

学習や習い事を始めても、上達がと

ても早いのでまわりを驚かせること

がよくあります。 

 

 

 

 

胎教のすすめ 

胎教資料送付のご案内 
 

毎月妊娠期間中の過ごし方や、お腹の赤ちゃんへの働きかけについて学べる 

胎教講座を実施していますが、現在新型コロナウイルスのため講座はお休みにし

ています。 
 

ご希望の方に胎教の資料をお送りしますので、お名前とご住所明記のうえ、 

下記までお申し込みください。 乳児教育のビデオ講座は下記をご覧ください 
                                         

  メールアドレス  
                       

k09021092567@docomo.ne.jp        
 
                         

yoskat2567@leto.eonet.ne.jp       
                                   江川産院乳児教室 藤森勝己 

mailto:k09021092567@docomo.ne.jp
mailto:yoskat2567@leto.eonet.ne.jp


胎教ってどんなことをするの？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつをする 

「おはよう よく眠れた？」 

「今日も一日楽しく過ごそうね」 

 

お母さんの気持ちを伝える 

「〇〇ちゃんに早く会いたいな」 

「今日はいい天気で気持ちがいいね」 

 
 

お母さんのしていることを 

説明してあげる 
 

「今お料理をしているのよ」 

「今からお出かけしょうね」 

 

目にするものを説明してあげる 

「きれいな花が咲いているね」 

「これは、りんごって言うのよ」 

「〇〇ちゃんも、大きくなったら食べよ

うね」 

 

 

 

 

 

 

 

お母さん自身が幸せな気持ちで過ごす 
 

お母さんが嬉しいとお腹の赤ちゃんも嬉しいのです。反対に、怒ったり、心配し

たり、不安を感じたりすると、赤ちゃんも表情が険しくなり、心拍数もあがりま

す。 

妊娠期間中は、お母さんがいらいらしたり、怒ったり、心配したりすることなく、

楽しく幸せな気持ちで過ごすようにしましょう。 

語りかけをしてあげる 
 

お腹の赤ちゃんは、お母さんに語りかけてもらうのを心待ちにしていて、「聞き

耳をたてている」と言われています。 

語りかけなどの働きかけをしてもらうのが、とても嬉しいのです。 

 

お腹の赤ちゃんは５ヶ月の頃から耳が聞こえるようになり、語りかけてもらった

ことは、ちゃんと覚えています。 

  

お腹の中から語りかけをしてあげると、生まれてから言葉の発達がとても早く、

早い時期から言葉によるコミュニケーションができるようになります。 

クラシック音楽 

ＣＤを聞きながら、お母

さんがハミングすると、

赤ちゃんに伝わりやすい

です。 

童謡 

お母さんが歌ってあげた

り、ＣＤを聞いたりしまし

ょう。 

 

本を読んであげる 
 

お腹の赤ちゃんは、本を読んでもらうのも 

好きで、くりかえし読んでもらった本は 

覚えています。 

本を見ながら、絵の説明などをしてあげると 

語りかけもしやすくなります。 
 


